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LMSを使ってオンライン授業を
やってみよう！

京都⼤学学術情報メディアセンター
緒⽅ 広明

1

資料ダウンロード先：https://bit.ly/nii0508

学習管理システム(LMS)の超⼊⾨
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今回対象とする⽅
•LMSという⾔葉を聞いたことはあるが、ご所属の⼩中学校、
⾼等学校、⼤学では、LMSが運⽤されておらず、現在の学
習困難な状況からLMSを使ってオンライン授業にチャレン
ジしたい⽅。

•海外の無料LMSを利⽤した場合、データの扱いなどに懸念
をお持ちの⽅。

•【連絡事項】後⽇、NIIのHPからビデオや資料が公開されま
すので、お時間のある時に、ビデオを停⽌したりしながら、
お試し下さい。
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LEAF(Learning Evidence and Analytics Framework)
の紹介

•Moodle：学習管理システム(LMS)
•BookRoll：教材配信システム
•Analysis Tool：学習ログ分析ツール
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• 無料でアカウントやコースが作成できます。
• 京⼤内にサーバーがあり、学校や⾃宅からでもアクセスできます。
• 教員に学習ログの分析を提供します。

【特徴】
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とは？
•現在、世界241か国で約2億⼈が利⽤しているオープンソースの学
習管理システム(LMS: Learning Management System)
•⼩学校から⼤学まで世界中で利⽤
•ブラウザから利⽤するため、PCやタブレット、スマートフォン
などで動作するマルチプラットフォーム型
• iPhone、Androidの無料アプリも利⽤可能
•⽇本語/英語/中国語などの多⾔語のインタフェースが⽤意
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【特徴】

学⽣達が、そこに⾏けば学習できる場を提供する。
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⽇本の⼤学での
Moodle利⽤率

引⽤元：
2017年度⾼等教育機関における
ICTの利活⽤に関する調査研究、AXIES
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多くの⼤学で使われている
ので、初等中等教育から
継続的に利⽤してもらえる。
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でできること
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活動

学⽣への連絡 • 学⽣全員への⼀⻫連絡
• 学⽣個⼈にメッセージを送信

教材配信 • ファイルなどの共有
• BookRollでの教材配布

学習評価・管理 • ⼩テストやレポート課題の作成や採点
• 出席・成績管理

グループ活動 • グループを作成してフォーラム・チャットで議論
• ワークショップ（レポート課題の相互評価）

学⽣の状況把握 • 学⽣に⽇誌を書いてもらったりアンケートで把握
• Analysis Toolを利⽤して学習活動の状況を把握
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本⽇の話の流れ
①Moodleにアカウントを作成する⽅法

メールアドレスが必要（先⽣）
スマートフォンのメールアドレスでも可

②Moodleの練習⽤コースに登録

③Moodleにコースを作成（教師が⾏う）

④Moodleのコース情報を学⽣に連絡する⽂例
⑤BookRollを利⽤した教材配信

⑥Analysis Toolを利⽤したデータ分析

⑦LEAFを使った授業設計の例
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練習⽤コースでお試しをして
実際に授業で利⽤する際は
コースを作成して下さい

練習⽤コースでお試しをして
実際に授業で利⽤する際は
コースを作成して下さい
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１． にアカウントを作成する
以下のページにアクセスすると
http://bit.ly/letdemo

以下にジャンプします
https://live.let.media.kyoto‐u.ac.jp/demo/moodle/
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ここを押すと次のスライドの画⾯が表⽰
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ユーザ情報を⼊⼒
１．右の情報を⼊⼒して下のボタンを押す

２．以下のようなメールが届いたらリンク
をクリックして登録完了*

情報を⼊⼒してここを押すとメールが届く

*迷惑メールのフォルダに⼊る可能性もあり
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2.「練習⽤コース」に⾃分を登録

① サイトホームに移動
② 2020のカテゴリを選択
③ 練習⽤コースを選択

④ 教師として⾃⼰登録
のための登録キー
2020 を⼊⼒

⑥「私を登録する」を実⾏
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【補⾜】もう⼀つアカウントを作成して学⽣として
登録すれば、学⽣側の動作確認が可能
（登録キーは2020）
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の画⾯説明
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⼀般セクション

トピック

ナビゲーション

選択コース名

トピック

セクション
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「編集モード」を開始する
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• ⼩テストなどの活動を登録するには「編集モードの開始」を選択
• Moodleには教師と学⽣のロールがあり、教師のみが編集可能
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活動またはリソースを追加する
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• ⼩テストや課題提出などを活動、教材をリソースといいます。
• これらを追加するには、追加したいセクションの下にある

「活動またはリソースを追加する」を選択して、活動を⼀つ⼀つ追加
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•課題
•フィードバック
•⽇誌
•⼩テスト
•表⽰・⾮表⽰設定
•表⽰場所の移動

【お願い】
①質疑応答は、最上段の「質疑応答」の掲⽰板でしましょう！
②教員は、学⽣に「ロールを切り替え」をして動作確認可能
③⼀番下の練習⽤のトピックに⾃分で活動を作ってみて下さい。
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①

②

③

デモをします！
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3.コースを申請
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【コースの申請⽅法】
①「サイトホーム」を選択
②「すべてのコース」を選択
③「コースをリクエストする」を選択

次のスライドの画⾯が開く

①

② ③

練習⽤コースでいろいろお試しをして、実際に授業で
利⽤する際は、新しいコースを申請して下さい。
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コース名のルール
①コース名
初等中等教育の場合：

県市区町村名＋学校名＋クラス名や科⽬名等
例：〇〇市⽴〇〇⼩学校２年３組
例：〇〇県⽴〇〇⾼等学校１年数学

⼤学の場合：
⼤学名＋学部・学科名＋講義名など
例：〇〇⼤学〇〇学部情報基礎

②⻑いコース名とコース省略名は同じもの
③理由の欄には、教員名、学校住所、

電話番号、コースに登録予定の⼈数
を記⼊して「コースをリクエスト」実⾏

※「コースリクエスト」の後、承認のメールが
届くまで、しばらく時間（１⽇程度）がかかる場合があります。
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教員名：
学校住所：
電話番号：
登録予定⼈数：

①
②

③
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学⽣を⾃⼰登録させる設定
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①参加者を選択

②⾃⼰登録を選択

次のスライドの画⾯
が開く

①

②
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学⽣の⾃⼰登録の設定
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①数字４桁の登録キー*
を教員⾃⾝が設定
例えば4387など

②学⽣を指定

※キーを設定しない場合、
誰でもコースに登録できま
すので必ず設定下さい。
SNSやHPなどでキーの公開
はしないで下さい。

①

②



Learning and Educational Technologies Research Unit

4. オンライン授業を始めるために
学⽣に連絡

1. MoodleのURLとアカウントの作成⽅法
2. コース名と⾃⼰登録のキー
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１．以下のページにアクセスして「新しいアカウント」
のボタンを押して、アカウントを作成してください。
http://bit.ly/letdemo

２．メールが届いたらリンクをクリックして、ログインしたら、
「2020」のカテゴリから「京都市⽴〇〇⼩学校△年△組」
のコースを選択または検索して、「私を登録する」のボタン
を押してコースに⼊って下さい。
その際、登録キーにはXXXXを⼊⼒して下さい。

⽂例
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本⽇の話の流れ
①Moodleでのアカウント作成

メールアドレスが必要（先⽣）
スマートフォンのメールアドレスでも可

②Moodleの練習⽤コースに登録

③Moodleにコースを作成（教師が⾏う）

④Moodleのコース情報を学⽣に連絡
⑤BookRollを利⽤した教材配信

⑥Analysis Toolを利⽤したデータ分析

⑦LEAFを使った授業設計の例
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5.              の概要
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教材閲覧・⾳声再⽣画⾯（学⽣）

教材・⾳声ファイル登録画⾯（教員）

• 教員は、教材(PDF)と⾳声(m4a, mp3, wav)をBookRollに登録します。
• 学⽣は、説明を⾳声で聞きながら、教材を閲覧しますが、
元のPDFや⾳声ファイルをダウンロードできない

再⽣

*⾳声はお試し期間中！



Learning and Educational Technologies Research Unit

6. 分析ツール
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どのページに質問
が多くあるか？

⽣徒はちゃんと
読んでいるか？

⽣徒は、どこに難し
いと感じているか？

⽣徒はどこまで
読んでいるか？
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7. LEAFを⽤いたオンライン授業の設計
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Moodleで
コースを作成

（活動等の授業を計画）

で
教材を配布

教材や活動を準備フィードバック

分析ツールで
学⽣の学習の
様⼦を把握

③

①

②
⼩テストや課題
などの活動を実施
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教員：BookRoll
とビデオで説明

学⽣：BookRoll
で問題に回答

教員：回答プロ
セスを分析

教員：学⽣に
フィードバック

Q&A

振り返り

⾮同期オンデマンド型オンライン授業の流れ

24

Moodleのフォーラムを利⽤

BookRollを利⽤

MoodleとBookRollを利⽤

Analysis toolを利⽤

Moodleの教材を利⽤

数学
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教員：BookRoll
で課題の提⽰

学⽣：Moodleで
⽂章の提出

教員：学習活動
の可視化

教員：Moodleで
フィードバック

学⽣：Moodleで
振り返り
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オンライン授業の流れ
BookRollを利⽤ Moodleの課題を利⽤

Analysis Toolを利⽤Moodleを利⽤

Moodleの評定を利⽤

英語
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おわりに
今回は⼩中学校、⾼等学校、⼤学などの教員を対象とします。練習
⽤コースでお試しをして、実際に授業で利⽤する際に、コースを申
請して下さい。学習塾や企業等からの申し込みはご遠慮下さい。

【サポートについて】
 今回は、あくまでも 、試⽤ということで、⼿厚いサポートはできか
ねますので「練習⽤コース」の 「質疑応答」 の掲⽰板を⽤いて、お
互い助け合って、  ご利⽤頂ければ幸いです。
【BookRollの詳しい説明】
https://bit.ly/let‐bookroll
【問い合わせ先】
京都⼤学学術情報メディアセンター
学術データアナリティクス研究分野 事務局
Email: contact@let.media.kyoto‐u.ac.jp
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LEAFオンライン講習会の実施について

•Zoomを⽤いて、以下の⽇程でLEAFのオンライン講習会
を実施します。
•当⽇は、もう少し詳しくシステムの説明をして、質問
を受け付けます。
•以下から申し込み下さい（各回で500名まで参加可能）
https://forms.gle/uQYyo6VzYMaEg5N26

⽇程：
•５⽉１４⽇（⽊）１７時から１８時
•５⽉２１⽇（⽔） １７時から１８時
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以下は補⾜スライド
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A. BookRollと⾳声録⾳を⽤いたオンライン授業の⽅法
B. 分析ツールの利⽤法
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A. BookRollと⾳声録⾳を⽤いたオンライン授業の⽅法
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①MoodleのコースにBookRollとAnalysis Toolを
追加してする

1. Moodleのコースに⼊って、
[編集モードを開始する]を選び
[活動またはリソースを追加する]を選択

2. [BookRoll]と[Analysis Tool]
を選択して、[追加]を押す

3. 学習画⾯に[BookRoll]と
[Analysis Tool]が追加される*

4. [BookRoll]と[Analysis Tool]は
リンクを選択して起動します。
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Moodleの活動追加画⾯

学習画⾯に追加

*教員がBookRollを登録すると学⽣画⾯にも⾃動的に追加されます。
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②教材の説明を録⾳

パワーポイントなどで作成した教材Aの説明を
ボイスレコーダー等で録⾳します
【ツール】
•Windowsの場合：ボイスレコーダー
•Macの場合：QuickTime Player
•スマートフォンの場合：
ボイスメモなど

【重要】説明を録⾳する時は、説明するスライドの番号を⾔って下さい。
【おススメ】
• 10分〜15分毎に説明を分けて⾳声録⾳して、時々、演習課題や⼩テスト
等の活動を⼊れて下さい。
•⾳声ファイルは、教材ファイルとスライド番号をつけておくと便利です。
例えば、A(1‐5).m4a,    A(6‐10).m4a
•録⾳はヘッドセットや専⽤マイクを使い静かな場所で⾏うとクリアです。
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Windows 10の
ボイスレコーダー

MacのQuickTime Player
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③BookRollに教材と⾳声ファイルを
アップロード

1. パワーポイントなどで作成した教材AをPDFに変換して保存
2. Moodleにログインして[BookRoll]を起動
3. [教材追加]を選択して、教材名を記⼊し、

PDFファイルを選択して[アップロード]
4. ⾳声ファイルを(複数)選択
5. 転送完了のメッセージが

出た後[登録・更新]を選択*
6. 登録後の教材を削除するには

[ディレクトリ管理]から
ファイルを選択して削除

【おススメ】
BookRollに⼩テストを作成して、分析ツールで学⽣の理解度を確認できま
す。詳しくはマニュアルをご覧ください。
*限定公開はコースに登録された学⽣のみ、学内公開はコース内外の全ユーザが閲覧できます。 32

BookRollの教材登録画⾯

*100MBまでアップロード可能
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④学⽣は⾳声を聞きながら教材を閲覧
1. 学⽣はMoodleのコースでBookRollを起動
2. BookRollで⾳声（説明）を再⽣しながら教材を閲覧
3. マーカーを引いたり、質問をメモすることを学⽣に推奨
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①ブックマーク
②マーカー
③メモ
④検索
⑤全画⾯表⽰
⑥クイズ/補⾜
⑦次のページへ移動
⑧前のページへ移動
⑨ページの移動

①②③④
⑤⑥

⑧ ⑦

⑨

⾳声の再⽣

【メモ】⼀旦、再⽣を⽌めて
前のページに戻ったりして
その後、元のページに戻って
再度、再⽣開始
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B. 分析ツールの利⽤法
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1. わからない
点を明確化す

る

6. 活動データを
⾒て、学⽣に
メールを送る

4. 学⽣がどれ
だけ教材を

使って学習し
たか確認

2. 重要と感じる
点を把握

3. 学⽣のとった
メモや質問を確

認

5. クイズ（⼩テ
スト）の分析

分析ツール

分析ツールでできること
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ステップ 1：分析する対象を選択

36

①教材
→「ごみについて考えよう」

②学⽣
→「全学⽣」

③期間 「⽇付指定」
→例)2020年4⽉1⽇00時00分

〜現在
④「分析開始」をクリック
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ステップ2：分析結果の説明を表⽰
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グラフなどの表⽰内容を⽂章で説明しています。
[説明を閉じる]ボタンを押すことで、分析結果を⾒ることができます
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学習情報では、分析ツール上のグラフの概要データが閲覧できます

分析結果を表⽰［学習情報］

①学⽣と教材：
教材を閲覧した
学⽣数と合計
ページ数

②活動量：
BookRollの操作
や閲覧に関する
情報

③学習履歴：
マーカー・メモ・
ブックマーク
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分析結果を表⽰［マーカー］

マーカー分析 マーカーリスト

⾚と⻩⾊のマーカー
数をページごとに表
⽰

マーカーが引かれた
キーワードのリスト
をページごとに表⽰
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分析結果を表⽰［メモ］
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メモリストメモ分析

書き込まれたメモの数
をページごとに表⽰

書き込まれたメモのリスト
をページごとに表⽰
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分析結果を表⽰［教材閲覧］

教材閲覧達成率 教材閲覧平均時間

教材を閲覧した割合を
学⽣ごとに表⽰

教材を閲覧した平均時
間をページごとに表⽰
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ステップ3: 学⽣にフィードバック
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⽣徒はちゃんと読んで
いるか？

学⽣にメールを送信


